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事業内容の紹介

会社概要

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

環境経営計画の取組内容と取組結果・次年度の取組内容

環境関連法規などの遵守状況・違反、訴訟などの有無

環境経営実施体制

環境経営目標及び実績

代表者ご挨拶

目　　次

　企業経営を重視し、以下の経営重点テーマを掲げ

　ております。

                      代表取締役　　穴澤　辰幸

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

環境経営の取組

代表者による全体の評価と見直し指示

環境経営方針

　　 「社会」と「環境」の課題解決を目指して、
　　弊社は、企業理念のもと社会とお客様のニーズに

　適合した優れた製品とサービスを創造し、タイムリー

　に提供することを経営目標として従業員一丸となって

　取り組んでおります。

経営理念

　 ことを企業理念とする。

　 企業価値向上と従業員の幸福を追求する

　 事業のイノベーションに挑戦し、自らの

　　弊社の事業遂行に当たっては、企業の社会的責任と健全な

環境経営レポート2022

１ ご挨拶 ２ 企業理念

企業倫理

環境への取組

低炭素社会形成

社会との調和

とコミュニティ―

品質向上と

カスタマーサービス

株式会社大洋電設
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■　事業内容

■　施工例

３. 事業内容の紹介

環境経営レポート2022

官庁施設の

新築・改修工事

街路灯・公園灯

の新築・改修

各施設の

保守・管理

イベントの電気

設備設営

株式会社大洋電設
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工具等
発電機 5ＶＡ 1

発電機 1.5ＶＡ 1

車両

高所作業車　いすず　エルフ 5.5ｔ 1

トラック　日産　アトラス

1

軽バン　スズキ　エブリ 0.9ｔ 1

軽バン　スズキ　エブリ 0.9ｔ 1

■　車両　工具等保有状況

種　類 名称 型式・容量 台数

乗用車　ホンダ　モビリオ 1.5ｔ 1

1.5ｔ 1

軽バン　スズキ　エブリ 0.9ｔ

軽トラック　スズキ　エブリ 0.7ｔ 1

乗用車　トヨタ　プリウス 1.7ｔ 1

■　事業活動

■　事業の規模

■　社　名

■　本社所在地

■　代表者

■　設立年月日

許可の種類 許可番号

事　　柄

葛飾区金町１丁目にて事業開始

業務拡大の為、本社を金町２丁目に移転

業務拡大の為、本社を水元３丁目に移転

年　　月

昭和３７年８月

許可年月日

2019年

7

百万円

件

人

株

２０，０００，０００円昭和37年8月8日

電気工事業 平成31年3月15日

消防施設工事業 令和4年7月20日

産業廃棄物収集運搬業

8 8

40,000

■　事業のための許可取得状況

40,000 40,000

平成30年8月17日

東京都知事（特-30）第116548号

東京都知事（般- 4）第116548号

東京都知事第13-00-202552号

■　沿革

2021年

263

9従業員数

発行株数

昭和４６年８月

昭和６３年１１月

308 309 300 230

225 180

2018年 2020年

207

項　　　目

売上(税抜）

件　　　数　

単位 2022年

247

227

9

40,00040,000

株式会社　大洋電設

東京都葛飾区水元三丁目９番１１号

代表取締役　穴澤　辰幸

総合電気設備業

許可有効年月日

令和6年3月14日

令和9年7月19日

令和5年8月16日

■　資本金

４ 会社概要

環境経営レポート2022 株式会社大洋電設
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請負

元請

元請

元請

下請

下請

下請

下請

下請

下請

元請

元請

元請

下請

下請

全組織、全活動
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■　認証・登録範囲

JBS㈱ 蓮沼家族待機宿舎建築その他改修工事 13,000 4.11 5.3

葛飾区 金町小学校自動火災報知設備等改修工事 8,600 4.12 5.3

小金建工（株） 一之台中学校防火戸改修工事 2,000 3.70 3.90

東京都

東香園(株)

㈱新和電工 佐賀一丁目外街路灯改修工事 14,000 4.11 5.3

葛飾区 葛飾にいじゅくみらい公園園灯修繕 3,100 4.5 4.9

注文者 竣工

4.1

5.1

着工

3.8

4.2

金額（税抜）千円

1,970

■　工事実績

■　取引金融機関

永井建設㈱　　　　小松建設㈱　　　　小金建工㈱

■　主な取引先

葛飾区　　　　　東京都　　　　東京都住宅供給公社

葛飾区 中川左岸緑道公園照明設備（高砂）設置工事 2,820 3.1

都立葛飾商業高校便所その他改修工事

4.3

小金建工（株）

株山渓緑地　　　　葛飾エクステリア㈱　　㈱東香園

千葉銀行　金町支店

第一勧業信用組合　水元支店

葛西臨海公園鳥類園照明設備改修工事 13,485

南奥戸小学校中央トイレ改修工事

JKK

工　　　事　　　名

しらふね児童遊園改修工事

都営塩浜二丁目第2APほか2団地共用灯改修工事

東京都 東綾瀬公園運動施設照明改修工事

4.3

181,985 3.2 3.11

葛飾エクステリア㈱ 青戸南児童遊園拡張部整備工事 2,100 3.11 4.3

JBS㈱

3.6

36,538 3.1

5,200 3.7

（株）山渓緑地 西新小岩五丁目公園拡張部整備工事 1,408 3.8

4,200 3.7 3.1

4.2

環境経営レポート2022 株式会社大洋電設



 

この環境方針は、全従業員に周知すると共に、一般にも公開します。

5

①　社会と市場のニーズに応えられる事業と製品開発に挑戦します。 

５． 環境配慮製品・サービスの提供

代表取締役　　穴澤　辰幸

株式会社 大洋電設

⑤ 保守管理サービス提供業務における質的向上に努めます。

④ 環境配慮型製品販売及び工事受注の促進に努めます。

③ 顧客に有益な省エネ型製品・設備の導入を提案します。

②  工作物の環境性能（省エネ性・耐久性・再利用性）の向上に努めます。

１． 二酸化炭素排出量削減

① 生産工程及び管理業務の効率向上に努めＣＯ2排出量削減とコスト低減を図ります。

④ その他化石燃料使用量削減に努めます。

③ エコドライブの徹底により車輛等の燃料使用量削減、燃費効率向上に努めます。

② 生産設備、照明設備及び事務機の省エネ化により電気使用量の削減に努めます。

２．廃棄物排出量削減

① 化学物質を使用する場合は、適切に使用量管理を行います。

４．化学物質量の削減（管理）
 
② 製造及び工事に係わる水使用量の抑制に心掛けます。

④ 資源を有効利用すると共に使用済資源のリサイクルを推進します。

③ 事業所から発生する一般廃棄物の削減に努めます。

② 工事・修繕に係わる産業廃棄物の発生を抑制すると共に適正処理を行います。

①生産原材料の歩留向上と製品の不良低減に努め廃棄物排出量を削減します。

環　境　経　営　方　針

[　経　営　理　念　]

［ 環 境 経 営 指 針 ］

［環境への取組の重点分野］

5.1　環境経営方針

株式会社大洋電設は、「社会」と「環境」における課題の解決を目指して、事業のイノベーションに

挑戦し、自らの企業価値向上と従業員の幸福を追求することを企業理念とする。

当社は、企業理念に基づき、経営と環境が融合した環境経営を推進とすることにより、

電気設備業として、経営における課題を克服し将来に発展する事業経営、並びに環境負荷

の少ない事業活動及び環境に配慮した製品・サービスの提供に積極的に取組みます。

環境経営への取組みに当たっては、環境関連法規等を遵守し、以下の重点分野に従って

全従業員による環境活動を実践すると共に環境経営の継続的改善を図ることを誓約します。

　　制定：　2017　　年　　9月　　1日

　　改訂：　　　年　　月　　日

① 事業所内の水使用量の削減に努めます。

３． 水使用量削減

５ 環境経営の取組

環境経営レポート2022 株式会社大洋電設



役職 氏名

役職 氏名

住　　所 〒

　

6

環境業務担当者 取締役

電子メ-ル： anazawa@taiyo-d.jp

連　絡　先

03－3609－1032

　穴澤　辰幸

　穴澤　誠子

東京都葛飾区水元三丁目９番１１号

03－3609－0777電　　話：

5.2　環境経営実施体制

■　環境管理関係の責任者及び担当者連絡先

■　環境経営実施体制

ＦＡＸ：

環境管理責任者　 　代表取締役

125－0032

代表者 穴澤　辰幸

■　役割、責任及び権限

役職 役割、責任及び権限

事務局

事務局長 穴澤　誠子

環境委員会

委員長 穴澤　辰幸

委員

飯塚　　勝

　・EA21活動に関する事務

工事部門総務部門

部門責任者 須賀　信枝 部門責任者 飯塚　勝

環境委員会

事務局

　・EA21活動に関する協議、意見交換

　・環境管理責任者の補佐

　・問題点の是正処置の統括　　・環境コミュニケーションの対応

　・環境経営方針等決定事項の社内伝達

環境管理責任者

　・環境経営目標、環境経営計画の作成・承認及び社内周知

　・EA21活動結果全体のとりまとめ承認及び代表者への報告

　・全社組織へのEA21活動実施の統括

　・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画内容の部門内周知

　・問題点の是正処置、予防処置の実施

　・環境経営目標、環境経営計画等に基づくEA21活動の実施

　・EA21活動に関する提案

　・部門内EA21活動の実施指揮及び部門内EA21活動結果のとりまとめ部門責任者

従業員

環境管理責任者 穴澤　誠子

代表者 　・環境管理責任者の任命及び実施体制の承認

　・経営における課題とチャンスの明確化

　・環境経営方針の制定及び社内周知

　・EA21全体取組状況の評価と見直し

　・環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意

6名従業員 1名 従業員

須賀　信枝

委員

環境経営レポート2022 株式会社大洋電設
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kwh
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5.3　環境経営目標及びその実績

環境経営目標項目

年度目標
2022年度

の実績及び評価
2019 2022 2023 2024

年度実績 年度 年度 年度

基準年

基準値比
実績

目標
達成

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

％削減 ％削減 ％削減

（1）電気
使用量
の削減

電気

〔目標値設定率〕
基準値比 基準値比

16,018
○

排出係数 9,845 9,550 9,451 9,353 7,865

20,051 19,449 19,249 19,048

― 569,659

（2）
化石燃
料使用
量の削
減

ガソリン 3,566 3,459 3,423 3,388

使用料金 381,736 ― ―

―

―

―

4,376

1,963

60,911

都市ガス 104 101 100 99

×
排出係数 8,273 8,025 7,942 7,859 10,152

694,505

軽油 894 867 858 849 761

使用料金 495,668 ― ―

○
排出係数 2,307 2,237 2,214 2,191

275

使用料金 118,422 ― ―

×
排出係数 225 218 216 213 594

46,014

計
二酸化炭素排出量 20,649 20,030 19,823 19,617

使用料金 21,762 ― ―

20,575

使用料金 1,017,588 0 0 0 1,371,089

24,937

原単位二酸化炭
素排出量

ＣＯ2排出量計／原単位指標 0.92 0.89 0.88

原単位指標 売上高 22,517 ―

　
基準値比 基準値比 基準値比

― ―

72

実績把握 実績把握実績把握

0.00

0.00

0.00

0.00

実績
目標
達成％削減 ％削減 ％削減

0.87 0.83

70

リサイクル資源 13 実績把握 実績把握 実績把握 5,418

一般廃棄物 76 73.7 73

電気

軽油

二酸化炭素排出量総合計

現場
電気・燃料

使用量

２.
廃棄物排出量
の削減

〔目標値設定率〕

0
処理料金

12,654 ― ― ― 100,000

959,700

産
廃

991廃棄量 19,194

― ― ―

３.
水使用量
の削減

〔目標値設定率〕 　
基準値比

水使用量 52 50.4 49.9 49.4

使用料金 22,556 ― ― ―

基準値比 基準値比

○

基準値比 基準値比
実績

目標
達成％削減 ％削減 ％削減

57.0

22,836

■　購入電力の二酸化炭素排出係数は、平成27年度東京電力調整後の0.491kg-CO2/kwhを使用

24,960

②省エネ型
設備の提案

件 23 24 25 26 227

22,517 23,193 23,418 23,643

4.
環境配慮製
品・サービス
の提供

①環境配慮工
事受注拡大

万円
売上高

基準値比
実績

目標
達成％増 ％増 ％増

―

―

1,829

898

295

761

22,234

実績把握 実績把握 実績把握

実績把握 実績把握 実績把握

20,029.84 19,823.35 19,616.85

環境経営レポート2022 株式会社大洋電設
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 する情報を積極的提供

②省エネ型設備・工事の

　積極的提案

①出来ていた
②出来ていた
③出来ていなかった
④やや出来ていた

次年度の取組内容
（新規取組など）

評価

評価

①②継続
③努力目標ではある
が、コロナ対策の換気
と熱中症対策の兼ね
合い　　　　　　　　④リ
モートワークの有無
で、主電源をON/OFF

①②継続
受注量が増加すれば
使用量も増加する
原単位での目標達成
を目指す

本社

須賀

工事部

飯塚

本社

工事部

飯塚

工事部

③空調機の温度設定の配慮

評価

①出来ていた

電気使用量
の
削減 　・夏２８℃　冬２０℃

④事務機器こまめな電源ＯＦＦ

化石燃料使
用
量の削減

　・ふんわりスタート

　・道路交通情報の活用

　・アイドリングストップ

　・早目のアクセルオフ

一般廃棄物
の削減

評価

①継続
②継続

①継続
②継続

①継続

①事務用品の有効な使用

②紙類の分別回収と

　　再生化有効処分

飯塚

①出来ていた
②出来ていた

①出来ていた
②出来ていた

①出来ていた

   使用を減らし、廃棄物削減

資源のリサイ
クル推進

産業廃棄物
の把握　適正
処分

②裏紙の利用等で紙の　

〔評価基準〕 ある程度できた

取組結果と評価
（〇△×）

出来なかった

廃
棄
物
排
出
量
削
減

①ｴｺドライブの実行

　・運行予定の事前把握と調整

　・不要な荷物は積まない

②効率的運行の管理

①出来ていた
②出来ていた

5.4　環境経営計画の取組内容と取組結果・次年度の取組内容

良くできた

環境目標項目 具体的取組内容
推進

責任者

①事務所昼休憩時の消灯

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

②不使用室、エリアの消灯

須賀

評価

評価

①材料屑の分別回収と

①産業廃棄物の適正処分

　リサイクル処分

①ﾄｲﾚﾀﾝｸにﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙを入れ

③水道水は出しっぱなし使用しない。 評価

①継続

①出来ていた
②出来ていた

①②継続

※　化学物質は使用しておりません

本社

須賀

工事部

評価

飯塚

工事部

飯塚

①節水型なので不要
②まとめて洗いはするが、溜めて
まではしていなかった

①③継続
②溜めた水で洗うよう
にする

①環境配
慮工事の
受注拡大

②省エネ
型設備の

提案

①環境配慮型工事の

①環境配慮型商品に関

　受注促進

   節水に努めている
３.水使用量の削減

③出来ていた

4.環境配慮製品・
サービスの提供

②洗い物は、貯め水で洗う。 
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電気の削減目標は達成出来たが、引き続きこまめな消灯、昼休みの消灯、極力残業
をしない等の電気使用量削減に努める
ガソリンは自動車未達であったのででの急加速、急発進の禁止、ふんわりスタート等
を更に心掛け努力する
都市ガスの使用量削減も目標未達ではあったが、冬季1枚上着を重ね着するなど努
力はした。
原単位での二酸化炭素排出量削減の目標は達成できた。

2023

有　・　無

有　・　無

有　・　無

①環境方針

廃棄物排出量の抑制と適正処理

①環境経営目標達成状況

5.6　代表者による全体評価と見直しの結果
　代表者は、今年度におけるエコアクション２１運用全体について以下の通り、評価と見直し

・建設元請事業者としての適正処理廃棄物処理法

　当社は、関係当局からの指導及び利害関係者からの訴訟等は、これまで過去３年間ありませんでした。

フロン排出抑制法

内　　　　　　容

令和5年4月20日

　代表取締役、環境管理責任者、部門責任者

②環境経営計画の実施及び運用結果

③環境関連法規等の遵守状況 ④外部からの苦情、要望等

　

■　外部からの苦情、訴訟等の有無

第一種特定製品の点検、管理 ・業務用エアコンの簡易点検
適正遵守

フロン類の漏洩防止 ・定期点検と漏洩防止処置

見直し項目

■　関連法規等の遵守状況

　当社事業及び製品に関する主な環境関連法規等は下記の通りであり、今年度遵守状況を

確認した結果、環境関連法規への違反はありませんでした。

遵守状況確認日

５.見直しの結果

主な法規名 要求事項

マニフェストの交付状況の報告

改正リサイクル法

家電リサイクル法 ・廃家電品の適正処分

5.5　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適正遵守容器包装リサイクル法 ・ビン・カン・ペットボトルのリサイクル

自動車リサイクル法 ・業務用自動車の適正処分

当社が遵守すべき事項 遵守状況

・年間マニフェスト交付状況報告

特定建設資材のリサイクル処理 ・特定建設資材発生の場合のリサイクル

・一般廃棄物、産業廃棄物排出削減

処理委託業者との契約 ・収集運搬、処分業者との契約締結

元請事業者としての廃棄物処理責任

建設リサイクル法

マニフェストの交付、保管 ・マニフェスト交付、回収及び保管

適正遵守

適正遵守

４.代表者の評価

変更の有無

を行いました。

指示の内容

②環境目標

③環境活動計画

④実施体制 有　・　無

1.見直し実施日

2.出席者

項　　目

３.報告した情報
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